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　　11月16・17日の２日間、市総合体11月16・17日の２日間、市総合体
育センターで日本プロバスケットボー育センターで日本プロバスケットボー
ル（ｂｊ）リーグの青森ワッツ（青） ル（ｂｊ）リーグの青森ワッツ（青） 
対 富山グラウジーズ（白）の試合が対 富山グラウジーズ（白）の試合が
行われました。２日間で3,058人の観行われました。２日間で3,058人の観
客が会場に詰め掛け、目の前で繰り広客が会場に詰め掛け、目の前で繰り広
げられる両チームの白熱した攻防に大げられる両チームの白熱した攻防に大
きな声援を送りました。きな声援を送りました。
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１　道路への雪出しはやめましょう！
２　路上駐車はやめましょう！
３　屋根雪が道路に落ちないよう、対策を行いましょう！
４　除雪後の間口寄せ雪は各家庭で行いましょう！
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秋秋の叙勲・危険業務従事者叙勲の叙勲・危険業務従事者叙勲
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よりよい除雪をみんなの力で実現しよう！
　市では、市民・市・除雪業者の協働による除雪を推進しています。市民の皆さまには、守らなければなら
ないこと、協力できることをお願いします。共に力を合わせて、快適な冬道を目指しましょう。

問土木課維持係☎516730

叙
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

久
く ぼ

保　敏
さとし

72歳・赤沼字下平
農林水産業務功労
元農林水産技官

川
かわむら

村　愼
しんいち

一
70歳・法量字川口下

消防功労
元十和田市
消防団副団長

斗
とざわ

澤　俊
としあき

明
78歳・西十四番町
社会福祉功労
救護施設「まこ
とホーム」寮長

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

堀
ほりた

田　厚
あつお

男
65歳・洞内字杉ノ沢

防衛功労
元准空尉

杉
すぎやま

山　幸
ゆきお

雄
72歳・東二十四番町

警察功労
元県警部

三
みうら

浦　邦
くにお

夫
67歳・西十三番町
消防功労

元十和田地域広域事
務組合消防司令長

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

おめでとうございますおめでとうございます

市役所からのお知らせ

『まごころ除雪事業』を実施します
除雪が困難な世帯に対し、市が除雪を支援します
対　　象　高齢者、身体障害者および児童などのみで構成
　　　　　され、自らが除雪することが困難な非課税世帯
実施内容　間口から玄関先までの簡易な除雪
申込方法　12月13日㈮までに土木課へ利用申請書を提出し
　　　　　てください

　北園小学校区の通学
路を中心に歩道除雪ボ
ランティアを行ってい
ます。住宅や車庫から
の屋根雪の落下は、子
どもたちにとって大変
危険で除雪の支障にも
なります。屋根雪が歩
道に落下しないように
お願いします。

東本金崎町内会
歩道除雪ボランティア

代表 坂
さかがみ

上健
け ん や

哉 さん

❖ 除雪ボランティアからのお願い ❖

市民の皆さまが守ること
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■十和田市指定給水装置工事事業者（10月末現在）

水道管の水道管の凍結凍結にご注意ください！にご注意ください！
気温が氷点下になると水道管の水が凍り、水が出なくなったり破裂したりする恐れがあります。
天気情報などに注意しながら水道管を凍結させないようにしましょう。問管理課業務係☎㉕4515

　就寝前や留守のときは、元栓（水抜栓・不凍結水
栓）を完全に閉め、蛇口を解放して水抜きをします。
瞬間湯沸器などボイラーの器具類やトイレの排水管も
忘れないようにしましょう。
　水抜栓・不凍結水栓のハンドルは、確実に全開また
は全閉しないと水抜き口から漏水することがあります。
　また、蛇口にホースなどを接続したままでは、水抜
きしても凍結する場合があります。

　配水管から各家庭に引き込みをしている給水管や蛇
口などの給水装置（メーターは除く）は、使用するか
たの大切な財産です。給水装置は、使用者ご自身で維
持管理しましょう。

※灯油タンクからの油漏れなどが原因で水道水から油臭
　がする場合があります。直すには費用が掛かりますの
　で、ご注意ください。
※水道メーターはメーターボックスが浅いと凍結破損す
　る場合があります。寒い日には発泡スチロールをボッ
　クス内に入れるのが効果的です。春になったら発泡ス
　チロールは取り除いてください。

　凍結（漏水）などにより修理が必要なときは、「十
和田市指定給水装置工事事業者」（下記参照）に直接
依頼してください。

市役所からのお知らせ

昨冬の市内水道凍結件数…昨冬の市内水道凍結件数…623件623件！！

気温が氷点

凍結を防ぐには…

水道（給水装置）の維持管理をしましょう

万が一、凍結したら…

※水道メーターから各家庭につながっている水道管の
　修理については各個人の負担となります。

ちょっとした油断が大きな出費に！

年末年始は業者も休業しますのでご注意ください

市内業者 県内業者 県外業者

※平成24年12月～25年３月の市内水道業者による水道凍結対応件数

事業者名 電話番号
㈲赤坂推建工業 24-2147
アシスト・イズミ 25-3550
漆舘建設㈱ 23-3834
オオクボ設備 22-7565
㈱大阪 27-3124
㈱大竹電化センター 23-2302
㈱オキタ工業 23-6840
上北重車輌㈱ 22-7727
㈱上坂水道工業 23-1205
管設備工業㈱ 23-4887
北日本管工業㈱ 23-2119
県南環境保全センター㈱ 22-2061
㈲県南設備工業 22-6204
桜田設備工業㈱ 23-3889
ササキ石油販売㈱ 72-2026
㈲佐野水道設備 23-3603
佐義建設工業㈱ 23-4773
㈲三豊設備工業 22-1760
㈱三本木水道設備 22-0709
三陽テクノサービス㈲ 25-1826
白浜水道㈱ 23-7164
㈱タナカ設備 22-2231
㈲東北水源工業 22-1113
東北水道設備工業㈱ 23-1042
東陽工業㈱ 23-6610
友住設備工業㈱ 23-1748
㈲十和田浄化槽センター 23-0424
十和田水道設備㈱ 23-0002
㈱十和田設備 72-2870
中沢水道設備工業㈱ 22-3695
中島設備工業所 23-3844
中正設備 22-6209
中由設備 72-2935

事業者名 電話番号
㈱成田設備 23-1176
南部建設㈱ 23-4341
マイタック設備 73-2328
㈱三浦設備工業 23-5398
㈲村中水道設備 72-2652
㈲明水冷暖設備工業 27-2510
よつば水道設備 24-3236
㈲共同設備工業 54-4722
㈲第一水道 53-6234
㈲大栄設備 52-5259
㈲田中水道工業所 53-5953
㈲中野設備 54-2024
㈲西舘設備工業 57-4355
㈲日東設備工業 54-2141
㈲丸勝工業 53-4032
石田産業㈱ 62-2103
㈲蛯名水道 56-2321
㈲小野寺水道設備工業 55-4789
川尻商会 55-3918
㈲三共設備工業 56-5307
下田水道設備 55-3235
新栄建設㈱ 56-4041
㈱シンコー 62-4518
田中土木㈱ 62-6501
㈲日研設備 55-4752
東住設 68-4742
㈲日の出設備工業 68-2367
㈱三輪建設 62-6111
㈲吉田設備 55-2516
三興電気工業㈱ 0175-64-6831
㈲清水バーナー設備 0175-78-2063
㈲田畑設備工業 0178-52-2898
不二興管工業㈱ 0178-56-3231

事業者名 電話番号
㈲松本水道 0178-52-2375
㈲赤坂システム 0178-27-4255
アクア設備㈱ 0178-72-1500
㈲栄清工業 0178-35-4830
㈱三久工業 0178-27-6333
三興水道サービス㈱ 0178-22-9025
㈲清水住設 0178-35-5614
㈲創水舎 0178-22-9944
㈱平設備 0178-30-1092
㈱テクノワーク 0178-23-5400
㈲浪岡設備工業所 0178-43-3024
㈱南部システム 0178-28-8040
西浦水道建設工業㈱ 0178-22-5167
㈲日計設備 0178-31-2880
㈲八戸水洗サービス 0178-43-5155
㈲八戸水道工業所 0178-44-6065
㈲豊水興業 0178-44-6954
㈱ホームクリエ 0178-41-2382
㈲北桜水道建設 0178-82-2106
㈱壬生設備 0178-71-8668
㈲明堂設備工業所 0178-34-1188
㈱リプラス 0178-38-9373
㈲カネタケ 0178-62-5225
村越住設 0178-62-4498
赤平設備工業㈱ 017-739-5825
㈱大栄設備工業 017-738-5318
㈲田中管工住設 017-781-4472
㈱三上住宅設備 017-766-2888
山樹産業㈱ 017-777-9333
㈱イトウ建材店 0186-35-2096
㈱クラシアン 0120-500-500
㈱コステー鹿角 0186-23-2748
㈲柳澤施設工業 0186-37-3792



平成24年度の財務状況をお知らせします

市民１人当たりの金額は、住民基本台帳に基づく平成25年３月
末日現在の人口64,523人で算出しています。ただし、数値を四
捨五入しているため合計額と合わないことがあります。

▶財務書類　資金収支計算書

　市における１年間の現金の流れに着目し、収入と支
出を性質ごとに区分することで、どのような行政活動
にどの程度の資金が必要になっているのかを表したも
のです。

平成24年度は現金３億円の増平成24年度は現金３億円の増

投資・財務的収入４億円投資・財務的収入４億円

平成24年度は現金２億円の増平成24年度は現金２億円の増
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収入合計305億円

経常的収入277億円経常的収入277億円

公共資産整備収入24億円公共資産整備収入24億円

支出合計302億円

経常的支出197億円経常的支出197億円

公共資産整備支出36億円公共資産整備支出36億円

投資・財務的支出69億円投資・財務的支出69億円

収入合計610億円

経常的収入566億円経常的収入566億円

投資・財務的収入８億円投資・財務的収入８億円

公共資産整備収入36億円公共資産整備収入36億円

支出合計608億円

経常的支出476億円経常的支出476億円

公共資産整備支出50億円公共資産整備支出50億円

投資・財務的支出82億円投資・財務的支出82億円

これまでに整備した施設これまでに整備した施設
や現金などの資産や現金などの資産

資産 1,227億円資産 1,227億円 負債 381億円負債 381億円

これまでに整備した施設これまでに整備した施設
や現金などの資産や現金などの資産

これまでの世代が負担しこれまでの世代が負担し
てきた正味資産てきた正味資産

将来の世代が負担する債務将来の世代が負担する債務
（地方債、退職金など）（地方債、退職金など）

純資産 846億円純資産 846億円

資産 1,950億円資産 1,950億円 負債 907億円負債 907億円
将来の世代が負担する債務将来の世代が負担する債務
（地方債、退職金など）（地方債、退職金など）

純資産 1,043億円純資産 1,043億円
これまでの世代が負担しこれまでの世代が負担し
てきた正味資産てきた正味資産
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▶財務書類　貸借対照表

 市民１人当たりの資産　約302万2千円
 市民１人当たりの負債　約140万6千円

 市民１人当たりの資産　約190万２千円
 市民１人当たりの負債　約59万円

普通会計

連結グループ
　市の保有施設、現金などの資産とその資産がどういう財
源で調達されたのかを表したものです。資産の状況を左側
に、その財源となった負債と純資産を右側に示し、資産＝
負債＋純資産と左右が一致し、バランスがとれていること
からバランスシートとも呼ばれています。

➡➡

▶財務書類　純資産変動計算書
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平成23年度末平成23年度末

純資産残高純資産残高

779億円779億円

平成24年度末平成24年度末

純資産残高純資産残高

846億円846億円

平成23年度末平成23年度末

純資産残高純資産残高

982億円982億円

平成24年度末平成24年度末

純資産残高純資産残高

1,043億円1,043億円

普通会計

連結グループ
　貸借対照表にある純資産が１年間でどのような財
源や要因により増減したのかを表したものです。

67億円の増加67億円の増加

61億円の増加61億円の増加

 市民１人当たりの純資産残高　約161万６千円 市民１人当たりの純資産残高　約131万１千円
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その他のその他の
コストコスト
６億円６億円

生活インフラ・生活インフラ・
国土保全国土保全
11.7％11.7％

教育教育
10.6％10.6％

福祉福祉
40.2％40.2％

環境環境
衛生衛生
9.3％9.3％

産業振興産業振興
8.3％8.3％

消防5.6％消防5.6％

総務総務
10.8％10.8％

議会1.0％議会1.0％
その他2.5％その他2.5％

人にかかる人にかかる
コストコスト
31億円31億円

物にかかる物にかかる
コストコスト
57億円57億円

補助金など移転補助金など移転
支出的なコスト支出的なコスト
137億円137億円

コスト合計コスト合計
231億円231億円

▶財務書類　行政コスト計算書

　１年間の行政活動の
うち、福祉や教育など、
資産形成につながらな
い行政サービスの提供
に係るコストがどのよ
うになっているのかを
表したものです。
※内側の円は性質別、
　外側の円は目的別に
　分類したものです。
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普通会計

 市民１人当たりの行政コスト
 約81万４千円

 市民１人当たりの行政コスト 
 約35万８千円

その他のその他の
コストコスト
24億円24億円

コスト合計コスト合計
525億円525億円

生活インフラ・生活インフラ・
国土保全国土保全
6.2％6.2％ 教育教育

5.3％5.3％

福祉福祉
52.0％52.0％

環境環境
衛生衛生
20.9％20.9％

産業振興産業振興
4.6％4.6％

消防2.6％消防2.6％ 総務総務
4.8％4.8％

議会0.5％議会0.5％
その他3.1％その他3.1％

人にかかる人にかかる
コストコスト
98億円98億円

物にかかる物にかかる
コストコスト
135億円135億円補助金など移転補助金など移転

支出的なコスト支出的なコスト
268億円268億円

連結グループ

　平成24年度の市の財務状況を、「普通会計」および市と関連する団体などを含めた「連結グループ（右図
参照）」により作成した財務書類４表（貸借対照表、純資産変動計算書、行政コスト計算書、資金収支計算
書）で、お知らせします。なお、詳しい内容は政策財政課窓口に備え付けの「平成24年度十和田市財務書類
報告書」または市ホームページをご覧ください。

問政策財政課財政係☎516713

図：連結グループ

【市全体】
普通会計（一般会計から駐車場事業分を除いた会計）
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
水道事業会計
下水道事業会計

病院事業会計
地方卸売市場事業特別会計
温泉事業特別会計
駐車場事業会計

【一部事務組合】

十和田地域広域事務組合
十和田地区環境整備事務組合
十和田地区食肉処理事務組合
上北地方教育・福祉事務組合

青森県市長会館管理組合
青森県市町村職員退職手当組合
青森県後期高齢者医療広域連合
青森県市町村総合事務組合

【関連法人】
一般財団法人十和田湖ふるさと活性化公社
十和田市土地開発公社
一般財団法人十和田市体育協会

市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ

【内訳】【内訳】
公共資産　976億円公共資産　976億円
（道路、学校など）（道路、学校など）
投資等　171億円投資等　171億円
（出資金、基金など）（出資金、基金など）
流動資産　80億円流動資産　80億円
（歳計現金、税未収金など）（歳計現金、税未収金など）

【内訳】【内訳】
公共資産  1,759億円公共資産  1,759億円
（道路、学校、病院など）（道路、学校、病院など）
投資等　52億円投資等　52億円
（出資金、基金など）（出資金、基金など）
流動資産　139億円流動資産　139億円
（資金、税未収金など）（資金、税未収金など）

普通会計

連結グループ



人事行政の運営などの状況人事行政の運営などの状況について公表しますについて公表します

給与の状況給与の状況
⑴給与費の状況
（平成24年度普通会計決算より）

※参考　23年度１人当たりの給与費　5,914千円
注）職員手当には退職手当を含みません。

⑵平均給料月額および平均年齢の 
　状況
一般行政職（平成24年４月１日現在）

職種 平均給料月額 平均年齢
市 322,126円 43.5歳
青森県 339,300円 43.6歳
国 329,917円 42.8歳

⑶初任給の状況
（平成24年４月１日現在）

区分 大学卒 高校卒
一般行政職 172,200円 140,100円

⑷経験年数別・学歴別平均給料月
　額の状況

（平成24年４月１日現在）

経験年数
一般行政職

大学卒 高校卒
７年以上
10年未満 237,400円 194,700円

10年以上
15年未満 263,800円 223,100円

15年以上
20年未満 310,000円 284,000円

②職種別職員数　　　　  （単位：人）

職種
平成25年

４月１日現在
一般行政職 293
税務職 42
医師職（十和田湖診療所） 1
看護・保健職 21

企業職
上下水道 37
病院 402

技能労務職 29
教育職 9

合計 834

分限および懲戒処分の状況分限および懲戒処分の状況
（平成24年度）

⑴分限処分の状況
　病気による休職６件
⑵懲戒処分の状況
・減給２件（道路交通法違反、服務
　違反）
・停職１件（非行関係）
・免職１件（非行関係）

勤務時間その他の勤務条勤務時間その他の勤務条
件の状況件の状況
（平成25年４月１日現在）

⑴一般職員の１週間の勤務時間
①勤務時間
　午前８時30分から午後５時15分まで
②休憩時間　午後零時から１時まで
③週休日　土・日曜日

⑵休暇の種類
①年次有給休暇　20日
②病気休暇　医師の証明に基づき必
　要と認めた期間
③特別休暇（主なもの）
・結婚休暇　５日以内
・産前休暇　８週間
・産後休暇　８週間
・服忌休暇　配偶者10日、父母７日
　など
・夏季休暇　３日以内
・子の看護休暇など　必要と認めら
　れる日数
④介護休暇（無給）　６カ月以内
⑤組合休暇（無給）　30日以内

⑶育児休業などの取得状況
（平成24年度）

・育児休業　40人
・育児短時間勤務　９人

服務の状況服務の状況（平成24年度）
⑴服務規律の遵守
　職員研修や文書通知などにより、
周知徹底を図り、綱紀の粛正および
服務規律の徹底に努めています。
⑵営利企業等従事許可の新規届
　け出
　39件（統計調査員、町内会活動など）

研修および勤務成績の評研修および勤務成績の評
定定の状況の状況（平成24年度）
⑴職員研修　　　　（単位：人）
区分 研修名 参加者数

一般
研修

新採用研修
新任監督者研修
庁内研修
人事評価者訓練研修
接遇研修
メンタルヘルス研修な
ど

359

派遣
研修

青森県自治研修所研修
東北自治研修所研修
市町村職員中央研修所
研修
電源地域振興センター
研修など

176

⑵勤務成績の評定の状況
　職員の勤務成績について評定し、
その評価結果に基づき、適正な人事
管理を行うため、原則として年１回
全職員を対象に行っています。

福祉および利益の保護の福祉および利益の保護の
状況状況（平成24年度）
⑴健康診断などの状況
　健康診断、産業医による面談など
を実施しました。
⑵職員互助会の状況
　十和田市職員互助会が実施する福
利厚生事業に対する補助金は交付し
ていません。
⑶公務災害補償の認定状況
　・公務災害３件
　・通勤災害１件
⑷給与、勤務時間その他の勤務条
　件に関する措置の要求及び不利
　益処分に関する不服申立ての状
　況
　該当事案はありません。

任任免および職員数に関する状況免および職員数に関する状況
⑴任免の状況（平成24年度）
　採用者45人（試験採用34人、その他医師など11人）
　退職者50人（定年19人、自己都合など31人）

⑵職員数に関する状況
①職員数の推移

区分 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

下記以外
職員数 411 390 383 379 364
増減 ▲21 ▲7 ▲4 ▲15

国保・介護
市場・上下水道

職員数 70 69 71 71 69

増減 ▲1 ２ 0 ▲2

市立中央病院
職員数 374 380 386 393 402
増減 6 6 7 9

合計
職員数 855 839 840 843 835
増減 ▲16 1 3 ▲8

職員数（A）
378人

給与費（B）
2,186,696千円

給料
1,484,125千円

期末・勤勉手当
514,124千円

職員手当
188,447千円

⑸職員手当の状況
①期末手当・勤勉手当

（平成24年度支給割合）
区分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.275月分 0.675月分

 合計 2.50月分 1.35月分

注）職制上の段階、職務の級などによる加算
　　措置があります。
②退職手当（支給率）
区分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度 59.28月分 59.28月分

・その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（２％～20％
　加算）
・１人当たり平均支給額…22,144千円

注）・退職手当の支給率は、青森県市町村職員
　　　退職手当組合退職手当条例の規定による
　　　ものです。
　　・退職手当の１人当たり平均支給額は、
　　　平成24年度に退職した全職種にかかる
　　　職員に支給された平均額です。
　　・退職手当の支給率は、平成24年４月１
　　　日現在のものです。
③扶養手当
配偶者                       　　　13,000円

配偶者以外１人目
・配偶者がある場合　　　 　　6,500円
・配偶者がない場合　　  　　11,000円
２人目以上１人につき　  　　  6,500円

16歳から22歳までの子がいる場合
子１人につき　　　                5,000円

④住居手当
借家、借間の支給限度額  　　27,000円

⑤通勤手当
バス定期など利用者の支給限度額   55,000円

自動車など利用者の支給額
使用距離（２㎞以上）に応じ2,000円～24,500円

⑥寒冷地手当

世帯主で扶養親族のある職員　17,800円

世帯主で扶養親族のない職員　10,200円

その他の職員  　　　　　 　　  7,360円

注）11月から翌年３月までの支給月額です。

⑦特殊勤務手当（平成24年度一般会計決算）
職員全体に占める手
当支給職員の割合 9.5％

支給実績 290千円

手当の種類 ６種類

主な手当
①福祉業務手当
②用地取得交渉手当
③市税徴収手当など

注）医師を除く。

⑧時間外勤務手当（平成24年度一般会計決算）

支給総額　　　　　　　     58,760千円

職員１人当たり平均支給年額 　177千円

⑹特別職の報酬などの状況
　　　　（平成24年４月１日現在）

区分 給料・報酬月額 期末手当

市長 688,800円

平成24年度の割合

６月期1.225月分

12月期1.275月分

　計　2.50月分

副市長 630,000円

教育長 567,900円
病院事業
管理者 621,000円

議長 450,000円

副議長 391,500円

議員 362,000円

注）給料・報酬月額、期末手当の支給割合は
　　減額後のものです。

１人当たりの給与費（B/A）5,784千円

▲

特別職などの期末手当は0.35月分
　を減額。また、市長は20％、副
　市長、教育長および病院事業管
　理者は10％の給料を減額。▲

一般職員は37～41.5％の管理職手
　当を減額

平成24年度人件費抑制の状況

③一般行政職の級別職員数
　　　　（平成25年４月１日現在）

注）職名はそれぞれの級に該当
　　する代表的なものです。
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７級・部長 10人（3.4％）

平成25年
４月１日
293人

４級・係長４級・係長
49人（16.7％）49人（16.7％）

２級・主査
50人

（17.1％）

６級・課長
24人（8.2％）

５級・課長補佐
54人（18.4％）

３級・主任主査
74人（25.3％）

１級・主事
32人

（10.9％）

１１

22

33

44

55

66

77

　平成24年度（平成25年４月１日現在含む）における職員の給与や任免および職員数、勤務時間そ
のほかの勤務条件、服務などを「十和田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づい
て公表します。詳細は市ホームページをご覧ください。　　　　　

市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ

注）地方公務員給与実態調査に基づくため①職
　　員数の推移と教育長１人分の差があります。

※第一次行政改革開始時（平成17年）から職員数は112人の減となっています。

問人事課人事研修係☎516705
（各年４月１日現在　単位：人）



問とわだ産品販売戦略課☎516743
とわだ産品情報

2013年（平成25年）12月号　広報 ８

「とわだ地産地消フェスタ」開催

V E N TE

　十和田産品を市民の皆さんに紹介
し、十和田の良さを再発見するイベ
ントです。
　米粉料理コンクール審査会や市内
高校生による米粉作品試食会など多
彩な催しを行いますので、お誘い合
わせの上、ご来場ください！

T O P I C

　11月９・10日の２日間にかけて、十和田湖畔休
屋で「十和田湖ひめます祭り」が開催されました。
　会場では、十和田湖増殖漁業協同組合が「ひめ
ます汁」を無料で振る舞ったほか、ひめますの塩
焼きやカレー、シチューなどの販売、十和田市雇
用創造推進協議会の事業により開発されたバー
ガーやパイなどの試験販売が行われました。
　観光に訪れたかたは「十和田湖に来て、貴重な
ひめますを食べられて嬉しい。おいしかった」と、
話していました。

"おいしい十和田"大試食販売会

　６次産業化に取り組んでいるかたや興味のあ
るかたを対象に、勉強会を開催します。

６次産業化促進支援事業に係る勉強会

募 集

とき 内容

第
１
回
12月９日㈪

▶６次産業化とは
▶アイデアの出し方
▶顧客のニーズ、ウォンツを探る
▶商品開発の動向　など

第
２
回

平成26年
１月17日㈮

▶チャンネル別の動向を知る
▶ビジネスをデザインする
▶商品仕様書の書き方のコツ　
▶価格設定のコツ　など

第
３
回

平成26年
２月17日㈪

▶POPの書き方のコツ
▶プレスリリースの書き方のコツ
▶地域ブランドを考える　など

時間　午後２時～５時
ところ　市役所（第１・３回は新館４階会議室、
　第２回は新館５階会議室）
講師　国産㈱ 代表取締役 影山 恭英 氏
　とわだ産品販売戦略課☎516746

十和田湖ひめます祭りを開催！
塩焼きや試験メニューの販売など

イオン琉球でフェア
沖縄でも十和田産品は大人気！

ひめます汁の振る舞いには長蛇の列ができました

　11月８日から11日にかけて、沖縄県のイオン琉
球で「青森県フェア」が行われ、十和田おいらせ
ミネラル野菜やスタミナ源たれ、十和田美人ごん
ぼ、十和田バラ焼きなどが出品されました。
　10日は、三村申吾青森県知事、小山田市長、
竹ヶ原幸光JA十和田おいらせ代表理事組合長や
「十和田ふぁみりーず」らが駆け付け、十和田産
品をアピールしました。お客様からは、野菜や漬
物のおいしさ、源たれの利用の幅の広さ、親しみ
やすいバラ焼きなどが高く評価されました。

十和田産品がずらりと並び、好評を博しました

十和田ふぁみ
りーずも登場♪

とわだ産品販売戦略課 検索索

米粉入りごぼう
うどん

とき　12月７日㈯ 午前10時～午後１時
ところ　十和田富士屋グランドホール
内容　▶十和田産品の試食・販売コーナー
　▶米粉アイデア料理コンクール「米

べい
－１グラ

　　ンプリ」公開最終審査会
　▶三本木農業高校＆三本木高校
　　プレゼンツ～米粉作品試食会～
　▶とわだ米粉サポーターによ
　　る米粉活用法伝授
　▶地産地消活動ＰＲコーナー
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助
を
行
い
、
優
良
種
子
の
供
給
量
を

増
加
さ
せ
、
生
産
者
が
割
安
で
購
入

で
き
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成
27
年
か
ら
29
年

ま
で
の
間
、
ニ
ン
ニ
ク
の
優
良
種
子
が

従
来
の
17
万
５
千
球
か
ら
23
万
５
千

球
に
増
加
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
十
分
な
種
子
の
供
給
量
を
確

保
し
、
割
安
で
購
入
で
き
る
状
況
を

つ
く
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
種
子
更

新
す
る
期
間
が
短
縮
し
、
ひ
い
て
は

守
る
努
力

　

ニ
ン
ニ
ク
は
ニ
ン
ニ
ク
そ
の
も
の

の
１
片
を
種
子
と
し
ま
す
。
現
在
、

優
良
種
子
が
高
価
で
あ
り
供
給
量
も

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者

は
購
入
し
た
種
子
か
ら
自
分
で
収
穫

し
た
ニ
ン
ニ
ク
を
、
数
年
に
わ
た
っ

て
代
々
次
回
の
作
付
け
に
用
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
種
が
持
つ
優
秀
な
性

質
が
低
減
す
る
恐
れ
が
生
じ
、
玉
が

小
さ
く
な
る
な
ど
生
産
量
と
品
質
の

低
下
を
招
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
優
良

種
子
を
定
期
的
に
購
入
し
「
種
子
更

新
」
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

コ
ス
ト
の
増
大
に
つ
な
が
り
生
産
者

に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
「
連
作
」
と
は
同
じ
ほ
場
に
、
同
じ
作
物
の

　

作
付
を
繰
り
返
す
こ
と

機械による植え付けの様子。うねにマルチ資材と呼ばれ
るフィルムを使用して植え付けることにより、温度を保
ち、肥料が抜け出さない効果があります。

　米余り現象の対策である減反
政策が本格化した昭和45年頃、
米に代わる作物として取り組ん
だのがニンニク栽培の始まりで
す。
　採用された青森県の在来種で
ある「福地ホワイト」は他に類
を見ないほど色が白く、全体の
重量があり、糖度も高い非常に
優秀な品種ですが、やせた土地
では育ちません。
　それを克服するための一つと
して、青森県の取り組みにより
「マルチ栽培」を導入し、玉が
大きく育つようになりました。
　現在では「福地ホワイト」を
さらに改良した「白玉王（しら
たまおう）」が多く作付けされ
ています。
　生産者らによる土壌改良など
の懸命の努力が実を結び、市内
での作付けが定着し、機械化も
徐々に進んで、県内での収穫量
がついに１位となりました。

十和田市のニンニク

　

肥ひ
よ
く沃
な
土
壌
を
好
み
、
土
づ
く
り

に
多
く
の
時
間
と
経
費
を
要
し
な
が

ら
、
連
作
（
※
）
は
病
害
発
生
の
危

険
性
が
生
じ
る
と
い
う
難
し
さ
が
あ

る
ニ
ン
ニ
ク
の
生
産
。
一
度
病
害
が

発
生
す
る
と
、
そ
の
ほ
場
で
は
よ
い

ニ
ン
ニ
ク
が
採
れ
ま
せ
ん
。
近
頃
県

内
で
報
告
さ
れ
る
病
害
発
生
の
状
況

に
も
危
機
感
が
高
ま
り
ま
す
。

１片を種子とし
て１つずつ穴に
植えていきます



　

旭
川
市
は

人
口
34
万
人
、

道
内
第
二
の

都
市
で
す
。

北
海
道
は
梅

雨
が
な
い
の
で
、
米
作
り
に
適
し
て

お
り
、
特
に
旭
川
市
は
道
内
有
数
の

稲
作
地
帯
で
す
。
25
年
産
の
作
付
割

合
は
「
き
ら
ら
３
９
７
」
が
34
％
に

対
し
、
青
森
県
に
は
な
い
特
Ａ
米
の

「
な
な
つ
ぼ
し
」
41
％
、
「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
17
％
と
二
枚
看
板
の
作
付
け

が
急
激
に
伸
び
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
人
気
の
北
海
道
米
で
す
が
、
農
業

ば
か
り
で
は
な
く
総
合
病
院
ま
で
経

営
す
る
巨
大
商
社
ホ
ク
レ
ン
の
経
済

力
と
政
治
力
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

反
面
、
農
業
先
進
地
で
あ
る
北
海

道
で
も
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

全
国
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
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の
う
ぎ
ょ
う
と
農
業
委
員
会

の
う
ぎ
ょ
う
と
農
業
委
員
会

来
年
は
農
業
委
員
の
選
挙
の
年
で
す

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

　
　
　
　

登
載
申
請
書
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

農
家
の
申
請
に
よ
っ
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
な
い
と
、
農
業
委
員
選
挙
の

権
利
が
あ
り
ま
せ
ん
。
期
日
ま
で
に

忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

◉
申
請
書
の
送
付

　

12
月
27
日
頃
ま
で
に
、
各
農
家
へ

郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
が
郵
送
さ
れ

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
選
挙
資
格
（
全
要
件
を
満
た

　

す
か
た
）

▼
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
か
た

▼
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内

　

に
住
所
を
有
す
る
か
た

▼
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

　

る
か
た
、
お
よ
び
同
居
の
配
偶
者

◉
提
出
期
限

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
必
着

※
休
日
は
市
役
所
の
日
直
が
受
け
付

　

け
し
ま
す
。

◉
提
出
先

　

市
役
所
新
館
４
階
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
十
和
田
湖
支
所
市
民
生

活
係　

※
郵
送
可
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

家
族
経
営
協
定
は
、
仕
事
と
生
活
の

区
別
が
曖あ
い
ま
い昧
に
な
り
が
ち
な
農
業
経

営
に
お
い
て
、
労
働
時
間
や
役
割
分

担
・
報
酬
・
休
日
な
ど
に
つ
い
て
、

家
族
で
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
に
よ

り
、
生
き
が
い
と
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
締
結
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
締
結
さ
れ
た
か
た
は
、

自
分
の
役
割
や
責
任
、
給
料
が
分
か

り
、
配
偶
者
や
後
継
者
が
農
業
に
生

き
が
い
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
印
で
、
十
和
田
市
で
は

１
１
０
組
の
家
族
が
締
結
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
ご
家
族
で
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

今回調印された皆さん

国
内
農
業
視
察
研
修
報
告

　

他
農
業
委
員
会
や
先
進
地
事
例
な

ど
を
研
修
し
、
本
市
農
業
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
農
業
委

員
な
ど
10
人
が
８
月
26
日
か
ら
28
日

ま
で
の
３
日
間
、
北
海
道
旭
川
地
方

を
研
修
し
ま
し
た
。

【
視
察
研
修
先
】

◆
旭
川
市
農
業
委
員
会

◆
旭き

ょ
く
せ
い正
地
区
稲
作
協
議
会
長

　

佐
野
彰あ

き
と
し俊
氏
ほ
場
（
旭
川
市
）

◆
㈱
谷
口
農
場
（
旭
川
市
）

◆
ス
ガ
ノ
農
機
㈱
「
土
の
舘
」
（
上

　

富
良
野
町
）

　

大
規
模
稲

作
農
家
の
佐

野
さ
ん
は
、

稲
作
29
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
は

じ
め
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
妻
と
二
人
で

耕
作
し
て
い
ま
す
。
ほ
場
は
自
宅
か

ら
２
㎞
圏
に
集
約
さ
れ
、
自
宅
か
ら

見
渡
せ
る
範
囲
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

作
業
効
率
が
優
れ
て
い
ま
す
。
特
別

栽
培
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
ホ
ク
レ

ン
の
一
元
集
荷
で
、
厳
し
い
肥
培
基

準
が
あ
り
、
栽
培
が
非
常
に
難
し
い

が
、
消
費
者
が
求
め
る
美
味
し
い
低

蛋た
ん
ぱ
く白
米
作
り
の
た
め
、
徐
々
に
増
や

し
た
い
そ
う
で
す
。
寒
く
て
も
特
Ａ

米
が
２
品
種
も
あ
る
北
海
道
農
家
が

う
ら
や
ま
し
く
、
青
森
県
も
早
く
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

谷
口
農
場
は
、
６
次
産
業
を
実
践

し
て
い
る
法
人
で
、
正
社
員
21
人
を

通
年
雇
用
し
、
約
54
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

農
地
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
米
「
雪
の

舞
」
や
ト
マ
ト
を
栽
培
し
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
加
工
・
販
売
し
、
年
間
売

上
は
約
３
億
５
千
万
円
で
す
。
今
人

　

９
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
の
４
日

間
、
市
内
農
地
の
利
用
状
況
調
査
と

遊
休
農
地
確
認
な
ど
の
た
め
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
で
40
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
っ
た
遊
休
農
地
の
う
ち
13
・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、

新
た
に
３
・
６
へ
ク
タ
ー
ル
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
や

不
法
投
棄
の
温
床
と
な
り
、
そ
の
農

地
ば
か
り
で
な
く
近
隣
農
地
へ
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
農
地
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
喪
失
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

自
分
で
耕
作
で
き
な
い
か
た
や
、

農
地
を
貸
し
た
い
か
た
な
ど
は
、
お

気
軽
に
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

谷口農場の石碑前にて

市内農地を調査する農業委員

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

加
入
で
き
る
人

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
か
た
（
加
入
す

る
場
合
、
国
民
年
金
の
付
加
年
金

月
額
４
０
０
円
が
必
要
）

少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方
式

　

自
分
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
収
入
を
積
み
立
て
、
そ
の
額

に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
る
積
立

方
式
の
年
金
で
す
。

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

　

65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

80
歳
前
に
亡
く
な
っ
て
も
、
80
歳

ま
で
に
支
給
さ
れ
る
分
が
遺
族
に

死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

税
制
面
で
の
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
間
で
、
千
円
単
位

で
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。

のうぎょうと農業委員会　第22号

　

８
月
22
日
、
市
役
所
で
家
族
経
営

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
深
持
の
佐
々
木
久
子
さ
ん
ご

家
族
と
中
野
渡
春
雄
さ
ん
ご
夫
妻
、

立
崎
の
立
崎
義
美
さ
ん
ご
夫
妻
、
八

斗
沢
の
斗
沢
亮
一
さ
ん
ご
夫
妻
の
４

組
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
は
親
族
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

　

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
か
た

農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
し
た

　

そ
う
し
た
中
で
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
結
末
が
、
日
本
農
業

の
未
来
に
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す

の
か
、
大
い
に
危
惧
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

苫米地一委員

気
の
旭
山
動
物
園
へ
の
出
店
ほ
か
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
や
首
都
圏
百
貨
店
へ

の
納
品
、
ネ
ッ
ト
販
売
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
私
達
を
案
内
し
て
く
れ

た
同
社
の
五ご

き

た
木
田
さ
ん
は
、
千
葉
県

松
戸
市
出
身
で
す
が
、
10
年
程
前
に

北
里
大
学
生
物
環
境
学
科
を
卒
業
し
、

こ
の
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
道
の
駅
に
て
、
話
題
の
特

Ａ
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」(

５
㎏

２
５
０
０
円)

を
購
入
し
、
帰
っ
て
食

し
て
み
ま
し
た
。
（
正
直
、
自
分
が

栽
培
し
た
「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
の
方
が

美
味
し
い
！
）

小川正孝委員



「寛
かんぶん

文三
さんぼん

本木
ぎ

村
むら

絵
え ず

図」
　「寛文三本木村絵図」は寛文５年（1665年）、
今から348年前に作成されたものである。この村
絵図は県内でも極めて古く、貴重なものである。

とわだの文化財❖11 問スポーツ・生涯学習課☎722313～十和田市の文化財を紹介するコーナーです
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十和田市指定文化財 　左図「寛文三本木村絵図」は寛文５年４月藩命によっ
て、五戸・七戸両代官所立合の下で村境を定めるため作
成された。縦83㎝、横102㎝の村絵図である。
　この絵図は市内の櫻田家が所蔵し、市指定文化財第13
号として平成10年６月19日指定された。
　以下、総面積20㎢以上に及ぶ三本木村の概要である。

　なお、これより古い正保元年（1644年）の「南
なんぶりょう
部領惣

そう

絵
え
図
ず
」（もりおか歴史文化館所蔵）には、当時の三本木

村の年貢の石高数30石余と記載されている。また、絵図
の付帯資料によると、本村（元村）、中掫、川台（法量
地域）を含めて三本木村として成立していた。現在この
惣絵図より古いものはない。（文責：市文化財保護協会）

①奥入瀬川②白上村③白山大明神④中掫村⑤赤沼村⑥晴山村
⑦一本木古森⑧南のにもり⑨蒼前林（現稲荷）⑩三本木（元
町）⑪北のにもり⑫ものみのもり⑬八斗沢村

①

②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

⑫
⑬

ＡＡ
ＢＢ

ＤＤ

ＣＣ

三沢市

となみウィンターファンタジー
～オープニングイベント～

　イルミネーションの点灯や
冬花火の打ち上げなど。
とき　12月７日㈯
　　　午前11時～午後７時
ところ　道の駅みさわ斗南藩
　　　　 記念観光村　
※イルミネーションは12月７
　日から25日の午後４時から

　６時まで点灯します。
問三沢市先人記念館☎593009

ニューイヤー・フレッシュコンサート
　三沢市出身音大生と音大卒業生
によるクラシックコンサート。
とき　平成26年１月５日㈰
　　　午後３時～
ところ　三沢市公会堂
問三沢市中央公民館☎538711

七戸町

大正天皇と七戸町ゆかりの馬車
高等官馬車展示

とき　12月１日㈰～
　　　平成26年３月31日㈪
ところ　七戸町観光交流センター
問七戸町商工観光課☎622137

横浜町

横浜なまこフェア
とき　12月１日㈰～15日㈰
ところ・問
　▶道の駅よこはま菜の花プラザ
　　☎0175-78-6687
　▶トラベルプラザ・サンシャイン
　　☎0175-78-2080

おいらせ町

トキメキ街コンinおいらせ
対象　20～40歳の未婚のかた
とき　12月７日㈯午後５時30分～

秋田県小坂町

クリスマスマーケットin小坂
　グリューワインやドイツビール
などの販売、ライトアップなど。
とき　12月７・14・21日㈯・24日㈫
　　　午後５時～８時
ところ　明治百年通り（天使館ほ
　か周辺施設）
問小坂町役場産業課観光商工班
　☎0186-29-3908

ところ　イオンモール下田
会費　男性5,000円・女性3,000円
※定員になり次第受け付け終了します。
問おいらせ町総務課☎0178-56-2166

【絵図の境界について略記】
東北境＝ものみ杜

もり

（里の沢）から北の高
たかし ず も り

清水杜・絵図Ａ
　（一本木沢カントリー付近）まで。
東南境＝ものみ杜から現前稲吉を通り古塚・絵図Ｂ（一
　本木一里塚）、さらに白上の三つ石（稲荷様）まで。
南西境＝三つ石から向切田の白山明神社、さらに北へ野
　中井・絵図Ｃ（上平団地近く）まで。
西北境＝荷

に

まけ沢
ざわ

・絵図Ｄ（間
ま と ち
遠地の西の沢）より北へ

　間遠地沢
さわ
、さらにそこから南へ１㎞余り進み東の井戸

　頭団地近く（一本木沢カントリー付近）まで。

～上十三・十和田湖広域定住自立圏情報～
みんな

で

出かけ
よう

　今月号から、上十三・十和田
湖広域定住自立圏圏域のイベン
ト情報をお届けします♪

問

ニ

出出出かけ出
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12月の健康カレンダー

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆幼児相談
言葉など子どもの発達の心配
や子どもへの接し方がわから
ないなど悩みがある親子

26日㈭10：00～
※要予約 保健センター

問健康増進課
☎516792◆思春期相談

思春期の悩みや問題を抱え
る親子

26日㈭14：00～
※要予約

◆栄養相談
市内在住のかた

13日㈮
９：30～・13：15～
※11日㈬まで要予約

保健センター
問健康増進課
☎516791

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安があ
る 65歳以上のかた、家族

25日㈬
14：00～15：30
※20日㈮まで要予約

市役所新館３階会議室Ａ
問高齢介護課
☎516720

◆療育相談
首すわり・おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さん

25日㈬※要予約
継続のかた
▶９：30～10：30
新規のかた
▶10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般のかた

３日㈫・17日㈫
13：00～14：00
※要予約

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望するかた

18日㈬※要予約
13：00～14：00

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みのかた

17日㈫
10：00～10：30

◆エイズに関する相談
一般のかた

３日㈫・17日㈫
13：00～14：00
※要予約

上十三保健所
問☎㉓8450

◉乳幼児健診
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４か月に達す
る乳児

10日㈫
12：15～12：45
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 24年６月生まれの幼児

11日㈬※歯ブラシ持参
12：15～12：45

◆２歳児発達健診
平成 23年６月生まれの幼児

19日㈭※歯ブラシ持参
12：15～12：45

◆３歳６か月児健診
平成 22年６月生まれの幼児

17日㈫
12：15～12：45

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。問診票は子どもすこやか
　手帳の「２歳６か月児健診問診票」を使用します。

◉母親教室
対象 持ち物 受付時間 ところ・問い合わせ

妊婦のかた 母子健康手帳 12日㈭
12：30～13：00

保健センター
問健康増進課
☎516792

※保育が必要なかたは１週間前までに申し込みください。

接種期限
　▶１期（生後12～24月に至るまでのかた）　
　　２歳の誕生日前日まで
　▶２期（来年度小学校へ入学するかた）　　
　　平成26年３月31日まで
問健康増進課健康管理係☎516790

麻しん風しん定期予防接種
もう受けましたか？

　麻しんと風しんは予防接種が有効です。ただ
し、十分な効果を得るためには２回の接種を受
ける必要があります。接種を２回受けていない
かたで、かかったこともないかたは、忘れずに
予防接種を受けましょう。

　市から委嘱された保健協力員217人は、
地域の健康づくり活動のほか、身近な子育
てのサポーターとしても各町内会で活動し
ていたり、乳幼児健診など母子保健事業で
も活躍しています。

保健協力員は
地域の子育てサポーター

問健康増進課保健指導係☎516792

主な活動内容
■乳幼児健診のお手伝い
　受付や身体計測の手伝い
をしながら、子育て真っ最
中の親御さんに子育てのア
ドバイスをしています。
■地域での見守り
　子育ての先輩として、子どもたちが健や
かに成長し、家族が安心して子育てできる
よう地域で声を掛けながら、見守っていま
す。地域の集まりのときなど保健協力員と
気軽に話してみませんか？

 問健康増進課健康管理係☎516790◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

７日㈯ 10：00～11：45 イオンスーパーセンター十和
田店13：00～16：00

10日㈫ ９：30～11：00 北里大学学生ホール前12：15～17：00

23日㈪ ９：30～11：45 ホーマック㈱十和田店13：00～16：00

実施予定日 時　間 場　所

１月２日㈭ 10：00～11：45 イオンスーパーセンター十和
田店13：00～16：00

１月５日㈰ ９：30～11：45 ホーマック㈱十和田店13：00～16：00

12月は「けんしん推進強化月間」です
　年１回特定健診・がん検診を受けましょう。
自分のからだと向き合い、生活習慣を見直すな
ど健康づくりに役立てましょう。
■休日の集団健診もあります！
今年度は12月8日㈰がラストチャンス！
問健康増進課健康管理係☎516790

！
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　11 月９、10 日に愛知県豊川市で行われた「第８回ご
当地グルメでまちおこしの祭典！B-1 グランプリ in 豊
川」において、十和田バラ焼きゼミナールが見事２位の
シルバーグランプリを獲得しました。
　バラゼミは今回で４回目の出展で、初のベスト３入り
を果たしました。
　バラゼミのブースでは、十和田西高生 25 人も参加し、
受付や調理などを担当しました。お決まりの「ボンジュー
ル！」「ラビアンローズ！（バラ色の人生を！）」と、来
場者に声を掛け、十和田の街自慢を行うなど元気よく
ブースを盛り上げました。開始から行列も途切れること
なく最大１時間待ちとなるなど大盛況でした。
　木村長

たけとし
敏学長は「みんなと一丸になって頑張ってきた

成果が表れました。これからも、もっと十和田を発信し
ていきたい」と、喜びを話しました。
　今回のB-1 グランプリには全国から過去最多の 64 団
体が出展し、２日間で約 58 万１千人を動員しました。
　また、ゴールドグランプリは、福島県浪江町の浪

なみえ
江

焼
やきそば
麺太
たいこく
国が獲得しました。次回B-1 グランプリは福島

県郡山市で開催されます。

Pick
up

血液細胞を覗いてみたり、手軽に体験できるコーナーが
設けられました

　11 月 10 日、市立中央病院で「第１回十和田市立中央
病院ふれあいまつり」が開催されました。このイベント
は、より地域に開かれた病院づくりを目指すことを目的
に同実行委員会（丹野弘晃実行委員長）が行ったもので
す。まつりでは、頸部エコー・内視鏡手術機器などの体
験コーナーや健康・お薬の相談コーナー、糖尿病教室な
どのブースが開設されたほか、院内見学ツアーなどが行
われ、多くのかたで賑わっていました。

市立中央病院ふれあいまつり
地域に開かれた病院を目指そう

市内イベントを随時更新中▶十和田市ブログ「駒の里から」
http://citytowada.exblog.jp/ ▶十和田市写真館 http://www.city.towada.lg.jp/youkoso/photo/top.htm

　11 月 10 日、市民文化センターで十和田市こども劇団
20 周年記念公演「たるべの森」（市教育委員会主催）が
開催されました。
　「たるべの森」は、十和田湖・宇樽部を舞台にしたオ
リジナルストーリーで、自然の大切さ、自然との共存を
考えさせられる作品です。
　出演した劇団員らは日頃の練習の成果を発揮し、終幕
後には訪れた観客から大きな拍手が送られていました。 劇団員は小学４年から中学３年生。大人顔負けの演技や息

の合ったダンスを披露しました

十和田市こども劇団20周年
記念公演「たるべの森」

　10 月 28 日、県立十和田西高校（堀米潤校長）で、１
年生を対象に「認知証サポーター研修」が開催されまし
た。この研修は、市と十和田湖地区の町内会長などで構
成される十和田湖地区高齢者支援ネットワーク会が主催
したもので、認知症の原因や認知症のかたへの接し方な
どについて学びました。参加した米田暖

は る か

佳さんは「認知
症の人たちに偏見を持たないで、その人の気持ちを考え
て接していきたいです」と、話しました。 寸劇では、認知症高齢者に扮するかたへの対応にとまどい

ながらも、思いやりの心を持って接していました

認知症について正しい知識を
認知症サポーター研修

　10 月 26・27 日の２日間、中央公園緑地などで「第 20
回十和田駒フェスタ」が開催されました。駒フェスタは
平成６年から始まり、今回で20回目の節目を迎えました。
　「全日本流

や ぶ さ め

鏑馬選手権」には、北海道から広島県まで
60人の選手が参加。華やかな衣装を身にまとった騎手が、
紅葉に彩られた木々の間を人馬一体となって駆け抜けま
した。また、乗馬体験ショーや馬車運行などが行われ、
訪れたかたがたは馬との触れ合いを楽しみました。 見事に的を射抜くと観客から大きな拍手が送られていま

した

人馬一体となって紅葉の十和田を駆け抜ける
第 20回十和田駒フェスタ

　シルバーグランプリを獲得した
　十和田バラ焼きゼミナールの皆
　さん
　　十和田西高生の皆さんが元気
　よくブースを盛り上げました

B－１グランプリin豊川　十和田を全国に発信

十和田バラ焼きゼミナール堂々第２位を獲得

農業について活発な意見交換が行われました

　10 月 30 日、市役所で小山田市長と市内若手農業経営
者の懇談会が開催されました。
　これは、若手農業経営者から今後の農業についての考
えを聴いて、施策に生かすことを目的に市が行ったもの
です。参加者から「市内に野菜の加工場ができないか」「農
地を相互に利用する仕組みはできないか」などさまざま
な意見が出され、６次産業化や土壌診断、PR方法など
多岐にわたって意見交換が行われました。

市長が若手農業経営者と懇談
農業の活性化に向けて １

２

３

１

２３

　11 月９日に十和田湖畔休屋で行われた「十和田湖ひめ
ます祭り」で、十和田湖のイメージキャラクター「南そ
ボーヤ」の着ぐるみがお披露目となりました。
　南そボーヤは平成 20 年に十和田湖の県境が確定した
ことに伴い、十和田市と秋田県小坂町の協働で十和田湖
の昔話「南

なんそのぼう
祖坊の伝説」から生まれたキャラクターです。

　今後、十和田湖畔でのイベントに参加するなど、十和
田湖の PR活動を行います。 十和田市のゆるキャラが全員集合しました（写真中央が南

そボーヤ）

十和田湖のPRキャラクター
南
なん

そボーヤが初お披露目
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交
通
遺
児
援
護
金
を
支
給
し
ま
す

　

市
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
父
ま
た

は
母
を
失
っ
た
交
通
遺
児
の
保
護
者
に
援

護
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
、
義

　

務
教
育
終
了
前
の
本
市
に
住
所
を
有
す

　

る
交
通
遺
児
の
保
護
者
の
か
た

申
込
期
間　

12
月
２
日
㈪
〜
平
成
26
年
１

　

月
31
日
㈮

援
護
金　

年
額
１
万
５
０
０
０
円

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

12
月
２
日
に
登
録
し
た
市
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

12
月
３
日
㈫
〜
７
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
51
６
７
７
８

事
務
事
業
点
検･

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
市
教
育
委
員
会
の
事
務

事
業
点
検･

評
価
を
行
い
ま
し
た
。
報
告

書
は
、
公
民
館
、
市
民
図
書
館
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

消
費
税
改
正
に
伴
う
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
総
額
表
示
義
務
に
つ
い
て
、
税

込
価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た
め
の

措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
税
込
価
格
に
よ

る
表
示
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
特
例

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
示
例　

１
０
０
円
（
税
抜
き
）

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

問
十
和
田
税
務
署
☎
㉓
３
１
５
１

工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日

時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、

国
お
よ
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
対

象
の
事
業
所
に
は
、
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
政
策
財
政
課
☎
51
６
７
１
１

3

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
を

　

市
で
は
、
災
害
の
と
き
自
力
に
よ
る
避

難
が
困
難
で
、
支
援
を
必
要
と
す
る
お
年

寄
り
や
障
害
者
な
ど
を
、
地
域
で
支
え
る

た
め
に
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ
の
登

録
を
勧
め
て
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る

か
た
は
、
市
役
所
へ
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
福
祉
課
☎
51
６
７
１
８

　

高
齢
介
護
課
☎
51
６
７
２
０

平
成
25
年
10
月
分
か
ら
年
金
額
が
改
定
さ

れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成

25
年
10
月
分
以
降
の
年
金
額
は
、
９
月
ま

で
の
額
に
比
べ
減
額
と
な
り
ま
す
。

※
厚
生
年
金
な
ど
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

　

個
々
に
よ
り
違
い
ま
す
。
改
定
通
知
書

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
八
戸
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
１
７
８
・
４
３
・
７
３
６
８

年金の種類 平成 25年
10 月以降

平成 25 年
９月まで

老齢基礎年金（満額） 778,500 円 786,500 円

障害基礎年金（１級） 973,100 円 983,100 円

障害基礎年金（２級） 778,500 円 786,500 円

遺族基礎年金 778,500 円 786,500 円

■主な年金の改定額

※改定後の年金は 12 月振り込み分（10・
　11 月分）からとなります。金額は 12 月
　４日以降に郵送される「年金額改定通
　知書」でお知らせします。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
皆
さ
ま
へ

■
整
骨
院
や
接
骨
院
な
ど
で
は
保
険
証
を

　

使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

医
師
や
柔
道
整
復
師
が
骨
折
、
脱
臼
、

打
撲
、
捻
挫
、
挫
傷
（
肉
離
れ
）
な
ど
と

診
断
ま
た
は
判
断
し
た
と
き
は
使
え
ま
す

が
、
疲
労
性
・
慢
性
的
な
要
因
に
よ
る
肩

こ
り
や
筋
肉
疲
労
な
ど
で
は
使
え
ま
せ

ん
。
施
術
時
に
は
負
傷
の
原
因
を
正
確
に

き
ち
ん
と
伝
え
、
領
収
書
を
受
け
取
り
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

問
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
７
・
７
２
１
・
３
８
２
１

■
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
健
康
診
査
を
受

　

け
ま
し
ょ
う

　

１
年
に
１
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
か
た
も
受
診

　

で
き
ま
す
（
が
ん
検
診
は
一
部
有
料
）。

▼
集
団
健
診　

12
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮
、

　

８
日
㈰
ま
で

▼
個
別
健
診　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
ま

　

で
問
健
康
増
進
課
☎
51
６
７
９
０

■
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い
と

督
促
料
や
延
滞
金
を
支
払
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
病
院
な
ど
で
医
療
費
を
全

額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
51
６
７
５
２
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施設名 休日 問い合わせ先
市役所

12月28日㈯～１月５日㈰
人事課☎516705

中央病院 医事課☎㉓5121
中央公民館

12月29日㈰～１月３日㈮

☎㉓5277
南公民館 ☎㉒4416
東公民館 ☎㉔9000

十和田湖公民館 ☎722102
沢田悠学館 12月28日㈯～１月３日㈮ ☎732012
市民図書館 12月29日㈰～１月４日㈯ ☎㉓7808
市民の家 12月31日㈫・１月１日㈬ ☎742007

市民文化センター
12月28日㈯～１月４日㈯

☎㉒5200
市総合体育センター ☎㉕5555
駒っこランド 12月29日㈰～１月２日㈭ ☎㉖2100
現代美術館 12月26日㈭～１月１日㈬ ☎⑳1127

ごみ処理施設への
直接搬入 12月29日㈰～１月３日㈮ 十和田地域広域

事務組合☎㉘ 2654

◆ 年末年始の業務案内 ◆

■市役所
　死亡、婚姻などの届け出は、本庁宿直室で受け付けします。
■中央病院
　急患は従来どおり救急室で診察します。

主 な 施 設 の 休 日
燃えるごみの収集は次のとおりです。
収集日以外はごみを出さないでください。
▶月・木の収集地区は、12月30日まで収集
　（新年は１月６日から収集開始）
▶火・金の収集地区は、12月27日まで収集
　（新年は１月３日から収集開始）
※１月の収集日にご注意ください
　１月１日、２日は収集が休みとなるため、
「燃えないごみ」「資源ごみ」の収集日程
が変わります。「平成25年度家庭ごみ収集
日程表」でご確認ください。

■家庭ごみの収集日程

問まちづくり支援課☎516726

■し尿のくみ取りのお申し込みは　
　お早めに

問県南清掃㈱☎㉓4351

　年末はし尿のくみ取りの申し込みが集中
します。
　年内のくみ取りを希望されるかたは、
12 月６日㈮までにお申し込みください。

非木造の冷蔵倉庫の所有者は
　　　　　　　　お知らせください

●土地・家屋の申告
 平成 25 年中に土地・家屋の状況に変更があっ
たかたは税務課へ申告が必要です。
■土地の申告
▶住宅用地特例の申告
　対象　住宅などを建てた、または取り壊した　
　　 かた
　申告期限　平成26年１月20日㈪
▶地目変更の申告
　対象　土地の用途を変更したかた
　申告期限　平成 25 年 12 月 27 日㈮

■家屋の申告
▶新築住宅の固定資産税減額の申告
　対象　住宅（貸家含む）を建てたかた
　申告期限　平成26年１月31日㈮
▶建築・増築・滅失の申告
　対象　建物を建てた（増築含む）、または取り壊したかた
※登記したかたは不要です。
　申告期限　平成 25 年 12 月 27 日㈮
▶家屋用途変更の申告
　対象　家屋の用途を変更したかた
　申告期限　平成 25 年 12 月 27 日㈮

問税務課土地係☎51 6768・家屋係☎51 6769

開催日 開催場所 対象地区
13 日㈮ 市役所新館５階会議室 三本木、切田

16 日㈪ ＪＡ大深内支店 大深内、東部、
深持

17 日㈫
ＪＡ藤坂支店

藤坂、六日町
18 日㈬ 伝法寺、四和
19 日㈭ 十和田湖公民館 旧十和田湖町

　高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などの解決に
向け、人と農地の活用についての計画を見直します。

「人・農地プラン」作成に関する集落座談会
問農林畜産課☎51 6742

問税務課家屋係☎51 6769
　平成 24 年度から非木造の冷蔵倉庫について、一般
倉庫より評価額が早く減少する計算が適用されてい
ます。次に該当する冷蔵倉庫を所有し、まだ市の現地
調査を受けていないかたは、ご連絡ください。
▶鉄筋コンクリートや鉄骨で造られた建物
▶建物自体に冷蔵機能があり、保管温度が 10℃以下
▶建物の総床面積の50％以上を冷蔵倉庫として使用
※単に建物内に冷蔵庫を設置している場合は該当し
　ません。

いずれも

午後６時
から

開催
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中
央
病
院
職
員
（
病
院
事
業
職
員
）
募
集

　

平
成
26
年
４
月
採
用
の
医
療
職
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

職
種
お
よ
び
採
用
人
員

　

▼
薬
剤
師　

２
人

　

▼
臨
床
検
査
技
師　

２
人

　

▼
臨
床
工
学
技
士　

１
人

試
験
日　

平
成
26
年
１
月
17
日
㈮　

試
験
会
場　

市
立
中
央
病
院

募
集
要
項　

募
集
要
項
お
よ
び
受
験
申
込

　

書
は
中
央
病
院
総
合
案
内
（
本
館
１

　

階
）で
配
布
す
る
ほ
か
、中
央
病
院
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

申
込
期
間　

12
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

※
郵
送
の
場
合
、
申
込
期
限
当
日
の
消
印

　

有
効

中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

高
齢
者
あ
ん
し
ん
見
守
り
協
力
隊
募
集

　

日
常
生
活
や
業
務
の
中
で
、
高
齢
者
な

ど
の
見
守
り
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
団
体

や
民
間
事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
10
月
31
日
現
在
で
58
団
体
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
介
護
課
☎
51
６
７
２
０

緑
と
花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
市
民
懇
談
会

委
員
募
集

　

市
の
緑
化
行
政
に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
懇
談
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
民
で
緑
と
花
に
興
味
の
あ
る
か
た

募
集
人
数　

10
人
程
度

内
容　

街
路
樹
の
管
理
、
道
路･

公
園
な

　

ど
の
花
壇
の
管
理
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

　

ン
に
関
す
る
こ
と

任
期　

２
年

申
込
期
限　

12
月
13
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

都
市
整
備
建
築
課
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
提
出

都
市
整
備
建
築
課
☎
51
６
７
３
７

県
営
上
平
団
地
入
居
者
募
集

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

▼
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
の
あ
る
か
た

▼
収
入
が
政
令
で
定
め
ら
れ
た
金
額
以
下

　

の
か
た

▼
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

▼
暴
力
団
員
で
な
い
か
た

種
別
・
募
集
戸
数　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

入
居
予
定
日　

平
成
26
年
２
月
１
日
㈯

申
込
期
間　

12
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

選
考
方
法　

審
査
の
上
、
応
募
者
多
数
時

　

公
開
抽
選

上
北
地
域
県
民
局
建
築
指
導
課

　

☎
㉒
８
１
１
１
内
線
３
３
８

市
営
第
二
奥
瀬
団
地
入
居
者
募
集

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

▼
持
ち
家
が
な
い
か
た

▼
税
金
の
滞
納
が
な
い
か
た

▼
世
帯
の
月
平
均
所
得
が
15
万
８
０
０
０

　

円
未
満
の
か
た

▼
暴
力
団
員
で
な
い
か
た

種
別
・
募
集
戸
数　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

申
込
期
間　

12
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

平
成
25
年
度
自
衛
官
募
集

募
集
種
目　

高
等
工
科
学
校
生
徒

応
募
資
格　

中
卒
（
見
込
み
含
む
）
の

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
性

試
験
期
日　

平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

試
験
場
所　

八
戸
福
祉
公
民
館
（
予
定
）

申
込
期
限　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
三
沢

　

募
集
案
内
所
☎
53
１
３
４
６

提
出
書
類　

入
居
申
込
書
ほ
か

※
申
込
書
は
都
市
整
備
建
築
課
に
備
え
付

　

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
構
成
に
よ

　

り
、
必
要
と
な
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

応
募
者
多
数
時
抽
選

都
市
整
備
建
築
課
☎
51
６
７
３
８

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主

は
１
年
に
１
度
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
４
月
以
降
、
ま

だ
受
け
さ
せ
て
い
な
い
か
た
は
、
動
物
病

院
で
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

※
市
外
の
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た
か   

　

た
は
、
病
院
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
狂
犬

　

病
予
防
注
射
済
証
」
を
持
参
の
上
、
市

　

役
所
で
注
射
済
票
を
受
領
し
て
く
だ
さ

　

い
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
６

病院名 住所 電話番号 休診日
小笠原
犬猫病院

元町西四丁目
７‒36 ☎㉒ 3346 木曜日、

日曜日・祝日の午後
小山田獣医科
クリニック

相坂字白上
248‒82 ☎㉓ 3040 水曜日・日曜日・

祝日の午後
草野

動物病院
東十四番町
26‒10 ☎㉒ 1594 土曜日の午後、

日曜日、祝日
たかむら
家畜病院

三本木字西小稲
214‒ 5 ☎090 ‒3644‒8282 なし

ふれあい
動物病院

西二十二番町
５‒１ ☎51 0911 土曜日の午後、

日曜日、祝日

● 市内の動物病院 ●

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
内
高
齢
者
宅
の
玄
関
先
か
ら
市
道
ま

で
の
簡
易
な
除
雪
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
か
た

申
込
期
間　

12
月
２
日
㈪
〜
平
成
26
年
１

　

月
31
日
㈮

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
２
９
９
２
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mail：jimu-towada@sg-miyagikai.or.jp HP：http://sgtowada.blog36.fc2.com/

TEL

どこよりも、いのちを愛する東北へ。

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

入会会員募集中入会会員募集中
<経験を活かして働いてみませんか>

シルバー人材センターでは就業を希望する６０歳以上の高齢者を
募集しています
◆　入会に関する説明会　毎月第２・第４水曜日開催（９時～）
仕事は…
　○家庭の草取り　　　　○荷物の運搬
　○空地等の草刈り　　　○軽易な大工作業
　○農作業の手伝い　　　○蜂の巣駆除
　○庭木の手入れ　　　　○家庭等の掃除
　○簡単な家事援助　　　○庭木薬剤散布　等
詳しくは
　（公社）十和田市シルバー人材センター　☎25-0222　まで
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冬
休
み
こ
ど
も
学
び
塾
ゆ
め
寺
子
屋

対
象　

①
〜
③
小
学
３
〜
６
年
生
、

　

④
小
学
生
（
保
護
者
も
参
観
可
能
）

と
こ
ろ　

南
公
民
館

定
員　

①
〜
③
20
人（
申
込
多
数
時
抽
選
）

　

④
な
し

費
用　

②
の
み
４
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　

12
月
15
日
㈰

※
申
込
時
に
参
加
可
能
な
講
座
を
選
択
し

　

て
く
だ
さ
い
。

①
〜
③
南
公
民
館
☎
㉒
４
４
１
６

　

④
南
公
民
館
ま
た
は
南
小
学
校
・
木
下

　

☎
㉓
２
２
８
５

とき 内容

① 12月 24日㈫ バルーン作り（風船あそび）

② 12月 25日㈬ エコクラフトをつくろう

③ 平成 26年　１月８日㈬ 習字教室

④ １月 18日㈯
算数のいずみ
　算数の好きな子
　集まれ！

※①～③午後１時30分～３時30分、
　④午前 10 時～正午

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

平
成
26
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

申
込
期
限　

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

　

け
で
き
ま
す
。

問
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
２
38
０
５
０
０

創
業
補
助
金
第
３
回
募
集

　

事
業
を
起
こ
す
起
業
・
創
業
な
ど
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
需
要
や
雇
用
の
創
出
を
図
り
、
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
補
助
金
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援

　

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
７
・
７
７
７
・
４
０
６
６

冬
休
み
学
習
支
援
教
室

対
象　

小
学
１
年
〜
３
年
生

と
き　

平
成
26
年
１
月
７
日
㈫
〜
10
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　

各
学
年
７
人
程
度

内
容　

学
習
お
よ
び
工
作
、
料
理
な
ど
の

　

体
験
学
習

費
用　

５
０
０
円
（
教
材
費
な
ど
）

申
込
期
限　

12
月
25
日
㈬

（
公
社
）
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉕
０
２
２
２

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
第
３
期

対
象　

①
18
歳
以
上
の
男
女
（
学
生
を
除

　

く
）
②
女
性
（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）

※
両
方
に
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

平
成
26
年
１
月
８
日
〜
２
月
26
日

　

全
８
回　

毎
週
水
曜
日　

　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

内
容　

い
ろ
い
ろ
な
軽
ス
ポ
ー
ツ

定
員　

①
②
各
35
人
（
先
着
順
）

費
用　

▼
新
規
の
か
た　

２
２
０
０
円

▼
第
１
期
・
第
２
期
に
参
加
の
か
た

　

３
５
０
円

市
民
初
心
者
ス
キ
ー
教
室

対
象　

①
小
学
３
年
〜
中
学
生

　

②
高
校
生
以
上

と
き　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰

と
こ
ろ　

十
和
田
湖
温
泉
ス
キ
ー
場

　

八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

定
員　

①
40
人　

②
10
人

持
ち
物　

ス
キ
ー
用
具
一
式

費
用　

①
８
０
０
０
円　

②
１
万
１
０
０
０

　

円
（
保
険
料
、
リ
フ
ト
代
）

申
込
期
間　

12
月
３
日
㈫
〜
23
日
㈪

参
加
料
を
持
参
の
上
、
市
総
合
体
育

　

セ
ン
タ
ー
へ
☎
㉕
５
５
５
５　
　

申
込
期
間　

▼
新
規
の
か
た　

12
月
４
日

　

㈬
〜
24
日
㈫

▼
第
１
期
・
第
２
期
に
参
加
さ
れ
た
か
た

　

12
月
10
日
㈫
〜
24
日
㈫

参
加
料
を
持
参
の
上
、
市
総
合
体
育

　

セ
ン
タ
ー
へ
☎
㉕
５
５
５
５



いずみ法律事務所 弁護士　鈴木　陽大

離婚、相続、不動産
交通事故、債務整理
その他、様々な法的なお悩みについて
法律問題の専門家である弁護士にご相談を

☆初回３０分法律相談料無料
℡ ０１７６－５８－６５５８
青森県十和田市西一番町１７番６号　２階
http://izumi-law.sakura.ne.jp

弁護士　花生　耕子
青森県弁護士会所属

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702
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十
和
田
市
新
年
祝
賀
会

と
き　

平
成
26
年
１
月
６
日
㈪

　

午
後
５
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル
と
わ
だ

会
費　

４
０
０
０
円

申
込
期
限　

12
月
13
日
㈮

※
会
費
を
添
え
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秘
書
課
☎
51
６
７
８
０ 

　

十
和
田
湖
支
所
☎
72
２
３
１
１

　

十
和
田
商
工
会
議
所
☎
㉔
１
１
１
１　

　

十
和
田
湖
商
工
会
☎
72
２
２
０
１

各公民館　講座・教室参加者募集各公民館　講座・教室参加者募集
☎72 2102

　襟元を暖かくかわいいオシャレ品としても使
えます。
とき　12 月 18 日㈬　午前９時～正午
定員　10 人（応募者多数時抽選）　
費用　500 円（材料費）

簡単で楽しく
「フリルヤーンミニマフラー編物教室」

＊十和田湖公民館

　腰痛予防や転倒予防のストレッチングなどを
行います。　
とき　12月 12日㈭　午後１時 30分～３時 30分
定員　20 人（応募者多数時抽選）

健康体リフレッシュ教室

申込期限　12 月９日㈪

☎㉓ 5277

対象　小学生
とき　12 月 25 日㈬、26日㈭　
　　　午後１時 20分～３時 30分

少年少女冬休みトキメキ体験教室
＊中央公民館

内容　１日目　誰にでもできる軽スポーツ
　　　２日目　米粉を使ったおやつ作り
定員　15 人（応募者多数時抽選）　
費用　500円（材料費）
申込期限　12 月 15 日㈰

平
成
26
年
十
和
田
市
成
人
式

対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

※
就
学
地
や
勤
務
地
、
住
所
・
国
籍
は
問

　

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
対
象
者
に
事
前

　

案
内
は
し
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
に
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

※
成
人
の
日
の
前
日

受
付　

午
後
１
時

式
典　

午
後
２
時

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
72
２
３
１
８

㈰ー

☎㉒ 4416

　バラ焼きのライスバーガーとクリスマスケー
キを作ろう！
対象　市内小学４年～６年生
とき　12 月 24 日㈫、25 日㈬
　　　午前 10 時～正午
費用　600 円

冬休みプチシェフみなみ

＊南公民館

　女性のためのそばうち体験
とき　12 月 19 日㈭　午前９時 30 分～正午
費用　600 円（材料費）

みなみ食育教室２

定員　16 人（応募者多数時抽選）
持ち物　エプロン、三角巾
申込期限　12 月 10 日㈫

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  いずれも 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  いずれも 

日
㈪

ル
と
わ
だ



【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

☎0176-51-4317　住所　十和田市西二番町８-４
アカシアの森法律事務所　弁護士　今井　正

　上記①、②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもし
れません。一度ご来所いただくだけです。お電話ください。

借金の相談無料、任意整理１社２万５千円
①大手消費者金融へ５年以上返済を続けている。

消費者金融が倒産する前に！

②金利が２５パーセント前後だった。

リフォーム完成見学会
築 25年の家族の思い出がたくさん
　詰まった家を全面リフォームしました。
日時：12月７㈯・８㈰　10：00 ～ 16：00
場所：十和田市三本木字西金崎 381-５
　　（十和田西小学校の南側入口付近）
当日はのぼりを目印にご来場ください！
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ア
ー
ツ
・
ト
ワ
ダ　

ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

　

約
30
万
球
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
が
ア
ー

ト
広
場
全
体
を
幻
想
的
に
演
出
し
ま
す
。

　

光
と
ア
ー
ト
の
競
演
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と
き　

12
月
４
日
㈬
〜
25
日
㈬

　

午
後
４
時
30
分
〜
10
時

と
こ
ろ　

ア
ー
ト
広
場

問
観
光
推
進
課
☎
51
６
７
７
２

記
帳
・
帳
簿
保
存
制
度
記
帳
説
明
会

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
事
業
所
得
な
ど
が

あ
る
全
て
の
か
た
が
記
帳
・
帳
簿
保
存
制

度
の
対
象
と
な
り
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の

保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象　

白
色
申
告
の
か
た
で
不
動
産
所
得

　

ま
た
は
事
業
所
得
の
あ
る
か
た

と
き　

12
月
10
日
㈫　

　

▼
不
動
産
所
得　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

▼
事
業
所
得　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

十
和
田
奥
入
瀬
合
同
庁
舎

問
税
務
課
☎
51
６
７
６
７ 

　

十
和
田
税
務
署
☎
㉓
３
１
５
１

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

農
業
生
産
と
共
存
で
き
る
地
域
型
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

12
月
12
日
㈭　

午
後
６
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

内
容　

▼
基
調
講
演　
「
市
民
・
地
域
共
同

　

発
電
所
づ
く
り
で
農
村
地
域
を
元
気
に
」

▼
パ
ネ
ラ
ー
講
演　

①
「
中
型
風
力
発
電

　
　

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
風
車
」

　

②「
農
業
用
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
」

　

③
「
農
業
と
太
陽
光
発
電
」

　

④
「
稲
生
川
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電

　
　

の
紹
介
」

▼
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り
の
森
・
山
楽
校

　

川
村
☎
㉓
９
１
５
３ 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集
説
明
会

対
象　

小
学
校
就
学
前
年
の
園
児
お
よ
び

　

小
学
１
年
生

※
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

と
き　

12
月
15
日
㈰　

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

問
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
和
田
第
１

   

団
・
苫
米
地
☎
㉒
８
３
５
５

平
成
25
年
度
十
和
田
湖
環
境
保
全
会
議

と
き　

12
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

富
士
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

講
演　

▼
演
題　
「
湖
水
中
の
溶
存
有
機

　

物
の
質
を
手
掛
か
り
に
そ
の
起
源
と
動

　

態
に
迫
る
」

▼
講
師　

北
里
大
学
獣
医
学
部
生
物
環
境

　

科
学
科

　

講
師
・
農
学
博
士　

眞ま
い
え家　

永な
が
み
つ光
さ
ん

問
青
森
県
環
境
政
策
課

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
２
４
２

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
十
和
田
「
第
11

回
定
期
演
奏
会
」

と
き　

12
月
23
日
㈪　

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

演
奏
曲
目　

セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
、
軽
騎

　

兵
、
き
よ
し
こ
の
夜
（
合
唱
）、
ジ
ン

　

グ
ル
ベ
ル
（
合
唱
）
な
ど

賛
助
出
演　

南
小
学
校
合
唱
部
、
切
田
中

　

学
校
文
化
部

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
72
２
３
１
３

冬
休
み
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
22
日
㈰　

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
な
ど

問
市
民
図
書
館
☎
㉓
７
８
０
８

◆ 駒っこランドクリスマスウィーク ◆◆ 駒っこランドクリスマスウィーク ◆

■クリスマス会　とき　15 日㈰　午前 10 時～
内容　

▲
ケーキプレゼント

▲

ジャグリングショー＆バルー
ンアートプレゼント

▲

ゆるキャラじゃんけん大会など
■クリスマス体験教室　とき　22日㈰　午前 10 時～
内容　①フラワーアレンジメントツリー②リース
　③フォトフレーム
費用　①② 1,000 円（各先着 10 人）、③ 500 円
※①②は 12 日㈭までにお申し込みください。

期間中「サンタくじ」「ミニサンタをさがそう」を開催

問問称徳館
☎㉖ 2100

※詳しくはホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

★★

★ ★

とき　12 月 14 日㈯～ 23 日㈪
ところ　馬事公苑（駒っこランド）

分



《お気軽にご相談ください》
十和田ひまわり基金法律事務所《青森県弁護士会所属》弁護士 橋本明広
十和田市西三番町１番４２号　ＮＴＴ十和田ビル２階

取扱業務
民事全般、不動産、離婚、相続、成年後見、債務整理、会社関係、刑事
（上記以外の事件も取り扱っています。）
相談料　初回 60分　5,250 円（税込）
（個人の多重債務相談は無料です。）
相談は電話又は来所による予約制です。

http://www.towada-himawari.com
☎0176（21）5162（受付時間　平日９時～ 17時 30 分）
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市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。
費用の記載がないものは無料です。

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

十和田ジュニアアルペンスキー
チーム会員募集
対象　小学生以上
練習日　12 月中旬～平成 26 年３月
　40 日程度（ナイター含む）
ところ　十和田湖温泉スキー場
申込期限　12 月 20 日㈮
問同チーム・澤

さわみ

巳☎74 1378

アアアア

クリスマスコンサート
～５人のソプラノによる共演～
とき　12月７日㈯　午後５時 30分～
ところ　現代美術館
問 Luglio Concertino・亀山
　☎ 050-5858-5342

スコスコス第 26回北里大学交響楽団部
　　　　　　　　　定期演奏会
とき　12 月７日㈯　午後５時～
ところ　市民文化センター
演奏曲目　ジュラシックパーク、
　シルヴィア組曲ほか
問北里大学交響楽団部☎090-9908-0665

学学学学交交

舞
まいゆうかい

悠会演芸会
とき　12月 14日㈯　午後０時30分～
ところ　沢田悠学館
内容　新舞踊、手踊り、歌謡、
　お笑いなど
問舞悠会・新屋敷☎73 2701

いいいいい

会会会演演演演
いいいいいいいい

新春百人一首かるた会
対象　小学生以上
とき　平成 26 年１月４日㈯
　午前 10 時～正午
ところ　中央公民館
問十和田百人一首愛好会☎㉓ 0130

首首首首

よさこいチーム馬
ば か ど う

花道
10 周年記念公演

とき　12 月 14 日㈯　
　午前 10 時～午後２時
ところ　十和田湖公民館
問馬花道 10 周年記念公演実行委員会
　事務局・對馬☎ 090-2602-6046

チチチ

パソコンで

ご覧ください！
　十和田市の
　　　

　市では、インターネットやメールな
どさまざまな媒体を活用し、イベント
や生活に役立つ情報を発信しています。
　 問総務課広報男女参画係☎51 6702

● ⼗和⽥市ホームページ ●
　　　皆さんの生活に役立つ情報か
　　　ら市のイベント情報まで幅広
くお知らせ。また、市民の皆さんの
活躍を「十和田市ブログ」、「十和田
市写真館」で発信しています！

十和田市 検索

● 駒らん情報めーる ●
　　　地域の安全・安心に関する情　
　　　報や災害情報を瞬時に配信し
ています。また、イベントなど地域に
密着した情報も随時配信しています。

▲ＱＲコードを読み取り
　空メールを送信

● あなたの街のデジ便り ●
　　　ＲＡＢ青森放送の自治体デー
　　　タ放送に市も参加しています。
　　　テレビのリモコンの「ｄ」ボ
タンを押し、「あなたの街のデジ便り」
に合わせると市からの連絡事項やイ
ベント情報を見ることができます。

携帯で
テレビで

生け花公開レッスン＆
　生け花体験（クリスマスの花）
　小原流一洋会の生け花のレッスン
風景を公開します。また、クリスマ
スに飾る花の生け方の体験会も開催
します。
とき　①公開レッスン　12 月７日㈯
　午後１時 30 分～４時 30 分
　②生け花体験　12 月 21 日㈯
　 ▼午前 10 時～ ▼午後１時 30 分～
　 ▼午後３時 10 分～
ところ　市民文化センター
定員　①なし②各回 15 人
費用　①なし② 1,500 円
持ち物　①なし②花ばさみ（貸し出
　し用有）、エプロン、タオル
講師　小西洋子
申し込み方法　①直接
　②12月 16日㈪まで
問小原流一洋会
　　☎㉒ 8102

ッスッスス

　　情情 報 満 載載

タオル



内　容 日　時

◆市税夜間納付窓口 2日㈪～６日㈮
20日㈮・24日㈫～26日㈭

◆市税夜間相談窓口 20日㈮・24日㈫～26日㈭

とき　午後５時30分～８時　ところ　収納課（７番窓口）
問収納課☎51 6761

12

＜＞…開始時間

１日㈰ かわむらクリニック☎⑳1505

８日㈰ 篠田医院☎㉓2022

15日㈰ 阿部クリニック☎㉕1122

22日㈰ 鈴木内科医院☎㉕1111

23日㈪ 十和田泌尿器科☎㉒7340

29日㈰ 遠藤内科医院☎㉓6318

30日㈪ のづき内科小児科クリニック☎⑳1880

31日㈫ 田島クリニック☎㉓5002

１月１日㈬ 十和田東病院☎㉒5252

２日㈭ 十和田産婦人科内科クリニック☎㉓7777

３日㈮ 泉山内科☎㉕1881

５日㈰ 高松病院☎㉓6540

問健康増進課
　☎51 6790

１㈰

▼十和田市納税貯蓄組合連合会　納税作品展～市民文化センター
　（問収納課☎516762）（～27日）

▼第41回さつきフェスティバル<９：30>～市民文化センター
　（問さつき幼稚園☎㉒1636）
▶現展北奥羽支部女流展（絵画展）<10：00>～市民文化センター
　（問現展北奥羽支部☎㉒1971）

▼劇団INTELVISTA公演「ダウングレイダー！」<13：30>
　～市民文化センター（前売り券1,500円、当日券2,000円）
　（問劇団INTELVISTA☎090-9742-6169）

５㈭ ▶チャリティー　ダンスパーティ<18：00>～市民文化センター　
　（前売り券500円、当日券600円）（問十和田名球会☎㉒6186）

６㈮ ▶星空観望会「冬の星座とアイソン彗星」<19：00>
　～市民文化センター（要申込）（問市民文化センター☎㉒5200）

８㈰ ▶ピアノ発表会<13：00>～市民文化センター
　（問ピアノ教室まいた☎090-5598-0818）

11㈬ ▶ゴスペラーズ坂ツアー2013ー2014「ハモ騒動」<18：30>
　～市民文化センター（6,000円）（問市民文化センター☎㉒5200）

14㈯
▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎㉕1181）（28日も開催）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」<10：30・
　13：30>～市民図書館（問市民図書館☎㉓7808）（28日も開催）

15㈰
▶十和田みなみ幼稚園　クリスマス発表会<９：20>
　～市民文化センター（問十和田みなみ幼稚園☎㉓3797）
▶ほなみ保育園　X'マスおゆうぎ会<18：00>
　～市民文化センター（問ほなみ保育園☎㉒2589）

19㈭ ▶プロジェクト・オブ・ザ・イヤー　2013<10：20>
　～市民文化センター（問三本木農業高等学校☎㉓5341）

21㈯ ▶十和田カトリック幼稚園　クリスマスお祝い会　<13：00>
　～市民文化センター（問十和田カトリック幼稚園☎㉓2518）

22㈰ ▼チビッコハウス保育園　お遊戯会<９：30>
　～市民文化センター（問チビッコハウス保育園☎㉓6333）

23㈪ ▶ゆみこピアノ教室発表会<13：30>～市民文化センター
　（問ゆみこピアノ教室☎㉒8432）

25㈬ ▶県立三本木農業高等学校　吹奏楽部　第１回定期演奏会
　<18：00>～市民文化センター（問三本木農業高等学校☎㉓5341）

26㈭ ▶おしゃべりサロン「クローバー」<10：00・13：30>
　～保健センター（問木津☎㉒5745・黒子☎090-2796-0999）
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内　容 日　時
◆行政相談
行政機関などの業務に対する
苦情、意見、要望などの相談

２日㈪・16日㈪
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所
とのもめごとなどの相談

13 日㈮
午後１時～３時

◆特設行政・人権相談
行政機関の業務に対する苦情・意
見・要望や家庭内・隣近所のもめ
ごとなどの相談

６ 日㈮
午前 10 時～午後４時
※新館５階会議室、十和田湖
　支所でも同時開催

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

25 日㈬　午後１時～４時
※18日㈬午前8時30分から予約開始

◆不動産相談　
不動産の売買、不動産の賃貸借
などの相談

12 日㈭　
午後１時～３時

◆くらしとお金の相談
多重債務・生活資金などの相談

11日㈬　午前10時～午後４時
※要予約

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故
などの消費生活の相談

毎週月～金
午前９時30分～午後３時30分
※要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

17 日㈫　
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
まちづくり支援課☎51 6777

内　容 日　時
◆家庭児童・婦人相談
虐待、育児、ＤＶ被害、離婚など
の相談

毎週月～金曜日
※祝日を除く

福祉課☎51 6716

● 広報とわだ 10 月号および 11 月号の訂正とお詫び ●▲

10 月号 14 ページ南公民館「アロマクラフト手づくり講座」活
　動日の「第２㈭ 10：00・11：30」　は「第２㈭10：00・19：00」
　の誤りでした。▲

11 月号 12 ページ「十和田市老人福祉大会」　文中、　「力石健
たけし

　さん」は「力石健
つよし

さん」の誤りでした。
訂正し、お詫びいたします。

　市議会が行われている議場を会場に、市内小学校から21人の
児童が子ども議員として参加。十和田市について質問します！
とき　12 月 25 日㈬　午前９時 30 分～正午
ところ　市議会議場
※傍聴席は数に限りがあります。先着順と
　なりますのでお早めにお越しください。
問スポーツ・生涯学習課☎72 2318

内　容 日　時
◆ふれあい相談所　法律相談
弁護士による財産・金銭・借地・
保証人などに関する相談

12日㈭　午後１時～４時
定員８人
※ 10 日㈫午前９時から受付開始

ところ　市民図書館
市社会福祉協議会☎㉒ 7938

子子 ももどど 議議 会会とわだ
開催‼
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人口と世帯 平成25年10月末現在　※（ ）内は前月比

■人口/64,692人（ー２人）男/30,977人（ー９人）女/33,715人（＋７人）
■世帯数/27,129世帯（＋34世帯）

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

文化でまちづくり
第44回

十和田市民文化祭

　文化祭期間中、楽器や踊りなどの体験コーナー
が設けられました。
　楽器の演奏に挑戦した参加者は、上手に弾くこと
ができると、うれしそうな笑顔を見せていました。

　11月２日から４日にかけて、市民文化センターで
「第44回十和田市民文化祭」が開催されました。
　参加団体らは、舞台部門と展示部門に分かれ、
日頃の活動の成果を披露。訪れた観客の目を
楽しませました。

11 22

33 44 55

66 77

1 満面の笑顔でフラダンスを披露
2 迫力ある演奏で観客を魅了した県立三本木高校附属中学校
　 吹奏楽部
3 ジュニアオーケストラ十和田に新しく入団した団員がバイオリン
    の演奏を披露
4 子ども歌舞伎「白

しらなみ

波五
ごにんおとこ

人男」で堂々とした演舞を見せる
　 子どもたち
5 情感を込めたコーラスが会場全体に響きわたる
6 お客様の疑問に丁寧に答える北里大学自然界部員
7 作品一つ一つをじっくりと眺める姿が
　 見られました

た
れ

で
た。
れ、

～～  chall
engechalle
nge  ～～ 体体験験⽂⽂化化をを ！！

❖市民文化祭の写真は市ホームページ「十和田市写真館」で公開しています。


